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文部科学省委託

女性のキャリア形成支援事業J-CAREER WASEDA　PROJECT

－高校生・大学生のキャリア支援の現代的課題―
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【主催】早稲田大学J-CAREER PROJECT

【共催】早稲田大学教育・総合科学学術院、早稲田大学教職課程

【協力・後援】国立女性教育会館、早稲田大学キャリアセンター、松蔭高等学校、女子大生サークルCCC
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〒169-8050　新宿区西早稲田1－6－1

早稲田大学教育学部　矢口研究室

（文部科学省委託事業　J-CAREER WASEDA PROJECT 事務局）

電話・Fax 03-5286-1495　　　　etn-yaguchi@nifty.com
達成すること　感動すること


自信を持つこと


�


－神戸・松蔭高等学校の新しい教育実践に学ぶ－


【日時】２００６年１２月４日（月）　１８：００－２０：００


【場所】早稲田大学西早稲田キャンパス14号館503教室


【講師】　　　　　　　　　　　谷口理


（松蔭高等学校進路指導部長・早稲田大学教育総合研究所　研究員）


【コメンテーター】		小林　節　（大妻嵐山　中・高等学校　校長）


遠山裕美子（品川女子学院　進路部長）


矢口徹也（早稲田大学　教職課程主任）





１２月４日（月） １８：００～２０：００


早稲田大学１４号館５０３教室




















本セッションは文部科学省委託事業「女性のキャリア形成支援事業」の一環として実施する。本プロジェクトでは、高校生・大学生支援部門において、高等学校、大学、教育関係機関の連携によって現代の女性の多様な生き方を提示し、彼女たちに将来の働き方、暮らし方を考える機会提供を中心とした事業をすすめてきた。これまで、二年間のロールモデル、キャリアデザインの提示のための事業を通じて浮上したのは、本来、キャリア教育の前提でもある、現在の高校生、大学生の自己と社会に対する意識、をどう考えるか、という課題である。


今回は、この課題に対して示唆深い教育実践として、全国的に注目されている松蔭高校のチャレンジプログラムを中心に取り上げたい。その際、計画・実行を中心に担われている谷口理氏をお招きしてお話を伺い、また、同様に先駆的キャリア教育を進められている大妻嵐山、品川女子学院の先生方にコメントをいただく。高校生・さらに大学生にとってのキャリア教育の現代的課題と実践面での可能性を含めて討議したい。




















病院コンサート





ピンクリボン活動で、


企業の女性社員にプレゼン





ホスピタルアート








